
 

岳 風 
＜ 学 校 教 育 目 標 ＞ 

・生活の向上に役立つ学力を身につけよう 

・人と自然を思いやる心を持とう 

・強い身体と正しい心で結び合おう 
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心のスイッチ 

校長 小 林 一 博 

今年は全国的に暑い夏でしたが、季節は確実に秋の兆しを感じるよう

になりました。秋は、実りの季節、収穫の季節です。学校においても、

これまで学んできた学習からの知識や知恵について、他者とのよりよい

人間関係や自己の最善を他者に尽くせる人間的な成長を願っています。 

 『感奮興起』（かんぷんこうき）という言葉があります。何かに感じ

自分もうかうかしていられないと奮い立つという意味です。人間の成

長、人生の発展に不可欠な資質、要素ではないでしょうか。 

 多くの先達がその大切さを説き、幕末の儒学者、佐藤一斎先生は「言

志録」で、こう述べています。『憤の一字、これ進学の機関なり』と、

憤の一字とは感奮興起と同義であり、憤こそが学問を進歩させ、人間を

向上させる機関だと言い切っています。 

 「やる気になったら勉強する」「今はやる気にならないから…」と思

った経験があるかも知れません。でも、そのような気持ちでは永遠に

「やる気」になるときは来ないと思います。せいぜい上手くいかないこ

とを人や周りのせいにして、不平・不満ばかりを主張するようになる可

能性があります。不平・不満は、自分の人生を貶め、人間を滅ぼしてし

まう天敵です。 

 人間、素質や能力の差ではなく、自ら「発憤」したときの可能性の開

花は凄まじいものです。あの人のような人間になりたい！こういう役割

を果たしたい！そんな気持ちの変化から、自分を奮い立たせたとき「心

のスイッチ」は入るのかも知れません。 

ここに日本の教育者、東井 義雄 先生の「心のスイッチ」という詩を

紹介いたします。 

 

「心のスイッチ」 

 

人間の目は ふしぎな 目 

見ようという心がなかったら 見ていても 見えない 

 

人間の耳はふしぎな耳 

聞こうという心がなかったら 聞いていても 聞こえない 

 

頭も そうだ 

はじめから よい頭 わるい頭の 区別が あるのではないようだ 

「よし、やるぞ！」と 心のスイッチが入ると 頭も 素晴らしいはたらきをしはじめる 

 

心のスイッチが 人間を つまらなくもし すばらしくも していく 

電灯のスイッチが 家の中を明るくし 暗くもするように 

 

 『天 我が材を生じる 必ず用あり』の心意気です。皆さん一人ひとりには、あなただけに与えられた使命、役割が必ずあります。

自分を大切し、直向きに人生を歩んで欲しいと願っています。 



＜3年生進路「始動」＞ 

3年生は、2学期に入り、いよいよ

進路への動きが始まりました。9月 1

日（金）には、弟子屈高校の学校説

明会「みんなの弟高デー」に参加し、

体験授業を受け、来年度の弟子屈高

校の教育課程や入試についての説明

を受けてきました。 

進路決定の場である三者面談に向

け、9月～11月の学力テストで実力

を計り、各校の体験入学や見学会に

参加し、自分の進路について真剣に考えているところです。 

1・2 年生のみなさんも、今の 3 年生の姿を自分の姿と捉

え、真剣に進路について考えてみましょう。 

 

＜避難訓練・防災教室＞ 

9月 1日（金）に、今年度 2回目

の避難訓練と防災教室を行いまし

た。最初に、自信を想定した避難訓

練を行い、その後の防災教室では、

消防の方にご指導をいただき、消

化器による放水体験、煙発生装置

を使った煙歩行体験、心肺蘇生法

による応急手当体験を行いまし

た。 

万一の災害や事故を想定し、普段から訓練や心構えをして

おくことが大切です。 

 

＜文化祭準備大詰め＞ 

9月 30日（土）の「文化祭」に

向けて、活動が大詰めとなってい

ます。合唱や演劇、学級制作の準備

に生徒も先生も一緒になって取り

組んでいます。 

新型コロナウイルス感染症の影

響で、中止になったり、制限を設け

ての開催となったりしていました

が、今年度は、通常通りの開催とな

ります。 

生徒も先生も以前とは入れ替わっていますので、手探りと

なっているところもありますが、生徒と先生が一緒になって

考え、汗をかき、スローガン「青春したい宣言」のもと、一

生懸命準備をしています。 

保護者の方はもちろん、地域の方も是非、ご来校いただき、

「青春している弟子屈中学校」をご覧ください。 

 

開祭式：8:50    閉祭式：14:40 

会場：1階体育館及び 2階ホール 

 

＜北陽高校吹奏楽局演奏会＞ 

9月 18日（月）に、本校体育

館で、「第 2回北陽高校吹奏楽局

弟子屈演奏会」が開催されまし

た。昨年度に引き続き、全国的な

実力のある北陽高校の吹奏楽局

が本校を会場に、レベルの高い

演奏やマーチングを披露してく

れました。 

第 2部では、弟子屈小学校吹

奏楽少年団、弟子屈中学校吹奏楽部、弟子屈高校吹奏楽部

と合同での演奏もありました。 

町民の方はもちろん、釧路市からもたくさんの方が鑑賞

に来校されました。 

 

＜先生方も勉強です＞ 

9月に入り、「校内研究授業」

が始まりました。先生方は、今

求められている「主体的・対話

的で深い学び」の充実を目指し

て、日々、「授業改善」によりく

んでいます。お互いに授業を参

観し合い、効果的であった点や

課題点とその改善策について

協議し合い、授業改善のポイン

トを探っています。授業改善の

スローガン『本質・本気・本物の三本勝負』のもと、生徒と

ともに学び、成長することを大切にしています。 

 

＜吹奏楽部定期演奏会＞ 

9月 24日（日）、本校体育館

で、日頃の練習の成果の発表の

場である「吹奏楽部定期演奏会」

が行われました。 

先週の「北陽高校吹奏楽局弟

子屈演奏会」に続き、「定期演奏

会」、そして、「文化祭での演奏」

と大きな舞台が続いています。 

第 2部では、3年生と 2人の

顧問の先生で”He’s a Pirate”を演奏し、3 年間の努力の積

み重ねと顧問の先生の実力を披露しました。 

 

＜前期通知表発行＞ 

10月 16日（月）に前期通知表を発行します。昨年度か

らの変更で、前期の所見欄をなくし、その分、教育相談に

おいて、前期の学習の振り返りや今後の頑張りへのアドバ

イスを丁寧に行うことにしましたので、ご理解ください。 


